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　昨年度は「海洋散骨のイロハ」と題

し、①海洋散骨について注意すべき点

と、②海洋散骨ディレクターの心がけ

などについてお話しさせていただきま

した。

　このなかで、読者からいくつか質問

をお受けしましたので、今回の連載で

は、「これらご質問に対する見解」と

「海洋散骨に事業参入する場合のポイ

ント」などを中心にお話をさせていた

だきたいと思います。

海洋散骨を行なう
タイミングとは

　ご質問のなかに、「海洋散骨を行な

うタイミングはいつなのか」というも

のがありました。

　確かに、根本的な問題だと思います

が、私は、「いつでもよい」と考えて

います。というのも、散骨を希望され

るお客様はさまざまな事情を抱えてお

られるからです。したがって、お客様

とお話を進めるなかで、そのタイミン

グを計っていくことが大切なのではな

いかと思います。

　たとえば、「四十九日を迎えて納骨

の代わりに行なう」といったケースも

あるでしょうし、「すでに家墓に埋葬

されていた遺骨を散骨する」といった

ケースもあるはずです。

とはいえ、実際に散骨が予定通りに

行なえるかといえばそうではありませ

ん。先述した四十九日を迎えたからと

いって、すぐにできるかといえば、答

えはNOです。なぜなら、海洋散骨は

天候に大きく左右されるため、その影

響を鑑みた判断が求められるからです。

　つまり、お客様から海洋散骨につい

てご相談を受ける段階で、「この日に

合わせて散骨しなければいけない」「通

常はこのタイミングで散骨するもので

す」といったお話はすべきではないと

考えます。

　また、海洋散骨を実際に行なう場面

に数多く立ち会った経験から言わせて

いただくと、“暖かい季節”をお勧めし

ます。

　もちろん、真冬は天候も安定してお

り、空気も澄んでいるため景色がきれ

いに見えることもあり、暖房の整った

船であればそれもいいと思いますが、

ご遺族が乗船される場合、ご遺族が快

適なクルーズをできたかどうかが海洋

散骨に対する印象を決めてしまいます。

温暖な気候のなか、ご遺族が快適な時

間を過ごせれば、後々の想い出もよい

ものとなります。

　海洋散骨は、実はリピートビジネス
です。ご遺族にとって今回の散骨の印
象がよければ、次の機会も海洋散骨を

選択肢の１つとして考えていただけま

す。海洋散骨のシーズンは３月あたり

から遅くとも11月くらいまでと考え

るべきでしょう。

海洋散骨ビジネス参入に
資格はあるのか

　次に、「海洋散骨には誰でも参入で

きるのか」というご質問がありました。

　まず、海洋散骨ビジネスに参入する

場合、大まかにいえば、「海洋散骨希

望者を募集する」→「海洋散骨事業者

に送客する」、もしくは「自社で集客

して船をチャーターし、自社で海洋散

骨を主宰する」「自社で船舶を所有し、

集客から海洋散骨、船舶の管理まです

べてを自社で完結させる」といったフ

ローを検討する必要があります。それ

ぞれ、一長一短のメリット・デメリッ

トがあります。

仮に、海洋散骨事業者へ送客するだ

けのビジネスとして参入するのであれ

ば、いずれかの散骨事業者と提携さえ

できれば、すぐにでもはじめることは

可能です。一方、自社で集客し、自社

で海洋散骨を行なう場合には、やはり

ある程度のノウハウが必要となります。

　「契約書の書式はどのようにすべき

か」「費用や商品ラインナップはどう

するか」「チャーターの場合にはどの

運航会社と提携するか」「散骨海域の

設定や散骨式の式次第をどうするか」

「粉骨はどこで実施するのか」といっ

たように、事前準備に相当の時間を費

やす必要があるのです。

　次に、ご質問にあった参入について

「誰でも……」という言葉には、資格

や免許などの必要性も含まれているか

と思われます。

　この点については、「散骨のみを行

なうのであれば、特段、資格は必要な

い」ということになります。なぜなら、
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現段階で海洋散骨は法律上に明文化さ

れていないからです。

　厚生労働省が発表した「散骨ガイド

ライン（散骨事業者向け）」によれば、

お客様への事前説明は教育訓練を受け

た従業員が行なうことが文書化されて

いますが、これは別の機会でご紹介い

たします。

　また、船舶を運航するには、船舶免

許が必要です。しかし、散骨業者に委

託したり、船舶をチャーターする場合

は、当然ながら船長込みのはずですか

ら、無免許という心配は無用です。

　ただし、気をつけなければいけない

のは、「遺骨の一部を残す場合、埋葬

許可証は必ずお客様にお返ししなけれ

ばならない」ということです。そもそ

も、散骨を行なうこと自体は、埋葬・

埋蔵行為に当たりませんので、埋葬許

可証は必要ありません。しかし、散骨

をご依頼いただく際には、必ず埋葬許

可証を確認することが大切です。

　遺骨の全量を散骨する場合には、そ

のまま埋葬許可証を保管してしまって

もかまいませんが、一部の遺骨を残す

場合、たとえば、手元供養のため、あ

るいは一部のみお墓から遺骨を取り出

して散骨する場合などは、残った遺骨

に埋葬許可証がなければ、墓地管理者

が受け入れてくれません。したがって

埋葬許可証のオリジナルはお客様に返

却し、受注者はコピーを保管するよう

にします。

　前述のとおり、海洋散骨には法律の

がふえた結果、ここ数年では、ご遺族

が乗船し、自らの手で散骨をされる方

がふえています。

　ただし、このことは海洋散骨を実施

している会社によって大きく差がある

と思います。海洋散骨の安さを前面に

打ち出すプロモーションを実施してい

る会社には、当然ながら価格を重視す

るお客様が集まるでしょうし、海洋散

骨で故人をしっかり見送りたいとお考

えのお客様は、価格よりも内容や信用

を重視される傾向にあるからです。

　海洋散骨ビジネスへの参入を検討す

る際には、自社がどのような形で参入

するべきかを熟考すべきであるといえ

ます。そのうえで、海洋散骨に投入で

きるリソース（人材、船舶等）との兼

ね合いから、どのような事業形態で進

めるべきかを決定すべきだといえます。

定義がなく、管轄する官公庁もありま

せん。

　現状では、海洋散骨に関する届出も

必要ありませんので、「誰が」「いつ」「ど

こで散骨を行なったか」という内容を

取りまとめた資料は存在しないのです。

したがって、日本全体で何件の海洋散

骨が行なわれているかを知る術は、現

状ではないと断言できます。

どのような形態で
事業参入するか

　近年、「海洋散骨を行なう人がふえ

ている」といわれますが、これはあく

までも散骨を行なっている事業者の実

感であって、明確な統計があるわけで

はないのです。実際、海洋散骨で家族

が参加する割合はどれくらいなのか、

というご質問も受けますが、実感とし

て、もしくは私が勤務している会社で

のご遺族の乗船率は、以前と比べて大

きくふえているとしかお答えできない

のが実情です。

　そもそも、海洋散骨は、近年になっ

て知られるようになりましたが、10

年ほど前には、「お墓が購入できない

から（仕方なく）散骨する方」も多く

いらっしゃいました。つまり、消去法

によって海洋散骨に辿り着いた場合に

は、安く済ませるために自らは乗船せ

ず、代行散骨を選ぶ方が多かったとい

えます。しかし近年は、海洋散骨が一

般消費者に広く知られるようになり、

自ら海洋散骨を選択される方やご遺族
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